
「
第
26
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

さ
が
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
！

令
和
7
年
1
月
22
日
（
水
曜
日
）
～
23
日
（
木
曜
日
）
に
佐
賀
県
で
は

初
と
な
る
「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
大
会
は
意
欲
あ
る
農
業
者
が
一
堂
に
会
し
、
農
業
経
営
の
現
況
や
課

題
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
研
鑽
・
交
流
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
10
年
度
か
ら
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
全
国
か
ら
１
０
０
０
名
を
超
え
る
農
業
の
担
い
手
が
集
い
、

2
日
間
に
わ
た
り
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
半
世
紀
に
一
度
し
か
な
い
佐
賀
大
会
の
機
会
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
開
始
：
令
和
6
年
8
月
】

磨
き

高
め

未
来
に
継
（
つ
）
な
げ
る
日
本
農
業

～
集
え
！
担
い
手

維
新
の
地

佐
賀
へ
～

in

位置変更

配席図 位置・背景色ありへ変更
振興センターだより

た
ま
ね
ぎ
省
力
機
械
化
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
機
械
展
示
会
開
催
‼

葉切り 根切り 拾い上げ
（ピッカー）

鉄製コンテナ

佐
城
管
内
の
た
ま
ね
ぎ
生
産
者
等
を
対
象
と
し
た

「
佐
城
エ
リ
ア
た
ま
ね
ぎ
省
力
機
械
化
セ
ミ
ナ
ー
・

機
械
展
示
会
」
を
２
月
27
日
、
佐
城
農
業
指
導
者
連

絡
協
議
会
、
佐
城
農
業
改
良
委
員
会
主
催
で
開
催
し

ま
し
た
。
県
内
の
生
産
者
や
農
業
大
学
校
学
生
、
Ｊ

Ａ
、
農
業
関
連
の
行
政
担
当
者
ら
82
名
が
参
加
し
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
機
械
導
入
に
よ
り
農
作
業
を
軽

労
化
・
省
力
化
し
、
１
経
営
体
あ
た
り
の
生
産
規
模

拡
大
、
管
内
の
栽
培
面
積
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
鉄
製
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
を
使
っ
た
収
穫

に
よ
る
時
間
短
縮
の
調
査
結
果
や
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
防
除
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
補
助
事
業
に
関
す
る
研
修
や
、
機
械
展

示
も
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に

機
械
を
見
た
り
、
事
業
関
係
の
話
を
聞
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
後
に
も
、
参
加
者
か
ら
補
助
事
業
を

活
用
し
経
営
規
模
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
と
の
相
談

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
さ
が
広
域
選
果

場
で
は
鉄
製
大
型
コ
ン
テ
ナ
と
強
制
通
気
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
、
根
葉
付
き
の
状
態
で
の
出
荷
受
け
入

れ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
た

ま
ね
ぎ
栽
培
面
積
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

令和6年6月
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ア
ス
パ
ラ
ミ
ニ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

�

フ
ァ
ー
ム
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

第
32
回
佐
賀
北
部
地
域
お
こ
し

　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

～
若
手
農
業
者
よ
集
ま
れ
！
未
来
の
中
山
間
へ
～

タ
マ
ネ
ギ
関
連
の

　
　
補
助
事
業
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す

Ｊ
Ａ
さ
が
中
部
地
区
ア
ス
パ
ラ
部
会
で
は
、
ミ
ニ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
育

成
に
取
り
組
む
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
と
は
、研
修
用
ハ
ウ
ス
で
、

先
進
農
家
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
栽
培
技
術

の
習
得
と
実
践
を
目
指
す
研
修
シ
ス
テ
ム
で
す
。
令
和
５
年

８
月
に
、
ア
ス
パ
ラ
部
会
、
Ｊ
Ａ
、
市
、
県
で
「
佐
賀
市
ア

ス
パ
ラ
部
会
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
運
営
協
議
会
」
を
設

立
し
、
令
和
６
年
１
月
に
は
補
助
事
業
を
活
用
し
て
佐
賀
市

鍋
島
町
に
研
修
用
ハ
ウ
ス
が
竣
工
し
、
第
1
期
生
1
名
の
研

修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
の
新
た
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
担
い
手
の
育
成
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

佐
賀
北
部
で
は
令
和
６
年
２
月
20
日
に
地
域
の
農
業
士

が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
連
携
を
図
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
づ
く
り
を
目
的
に
、
標
記
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。（
株
）
農
テ
ラ
ス
の
山
下
弘
之
氏
に
よ
る
「
中

山
間
の
強
み
を
活
か
し
た
農
業
経
営
の
展
開
」
と
題
し
た

講
演
や
新
品
種
の
お
米
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
を
使
っ
た

昼
食
懇
談
会
、
農
業
士
が
作
っ
た
農
産
物
や
プ
リ
ン
、
タ

ル
ト
等
６
次
化
商
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
ク
イ
ズ
大
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
70
名
程
の
参
加
者
で
、
地
域

の
若
手
農
業
者
や
小
さ
な
子
供
連
れ
の
ご
夫
婦
の
参
加
も

あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
が
で
き
、
今
後
の
活
発
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

県
で
は
市
と
連
携
し
て
た
ま
ね
ぎ

の
作
付
面
積
拡
大
を
図
る
た
め
に
必

要
な
省
力
化
機
械
等
の
導
入
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
収
穫
作
業
の
省
力
化
体
系

の
確
立
を
図
る
た
め
、
県
の
補
助
事

業
で
あ
る
「
さ
が
園
芸
８
８
８
整
備

支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
収
穫
機
、

葉
切
り
機
、
根
切
り
機
、
デ
ガ
ー
、

ピ
ッ
カ
ー
、
コ
ン
ベ
ア
、
圃
場
内
自

走
式
運
搬
車
等
を
導
入
さ
れ
、
規
模

拡
大
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、鉄
製
の
大
型
コ
ン
テ
ナ（
鉄

コ
ン
）
を
用
い
た
省
力
化
体
系
に
注

目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

労
働
力
不
足
が
解
消
さ
れ
、
産
地
が

拡
大
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。な

お
、
補
助
事
業
の
活
用
を
検
討

さ
れ
る
際
は
受
益
面
積
等
の
採
択
要

件
、
補
助
対
象
機
械
、
補
助
率
な
ど

の
事
業
の
詳
細
を
市
役
所
の
担
当
部

署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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焼
酎
原
料
用
カ
ン
シ
ョ
は
、
実
需
か
ら
の
生
産
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
販
路
も
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
佐
賀
県
に
お
け
る

普
及
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

管
内
で
も
、
令
和
５
年
か
ら
焼
酎
原
料
用
カ
ン
シ
ョ
の
試

験
栽
培
が
始
ま
り
、
収
量
や
生
産
コ
ス
ト
及
び
労
働
時
間
等

に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
カ
ン
シ
ョ
の
導
入
に
よ
り
、

稲
作
に
比
べ
所
得
向
上
が
見
込
め

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。今

後
も
、
普
及
拡
大
を
図
る
た

め
、
施
肥
体
系
の
確
立
や
排
水
対

策
の
徹
底
を
進
め
、
栽
培
面
積
の

拡
大
を
図
る
予
定
で
す
。

佐
賀
北
部
山
間
部
で
は
、
夏
季
冷
涼
な
気
象
条
件
を
活
か

し
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
栽
培
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。近
年
、

所
得
補
完
と
し
て
、
秋
ど
り
タ
マ
ネ
ギ
と
春
ど
り
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。本
課
題
で
は
、

栽
培
技
術
の
向
上
と
面
積

拡
大
を
図
り
ま
す
。更
に
、

多
様
な
複
合
経
営
モ
デ
ル

を
作
成
し
、
農
家
所
得
の

安
定
・
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

こ
こ
数
年
、
平
坦
部
の
水
田
等
を
転
換
し
た
果
樹
団
地
が

県
内
各
地
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
坦
部
で
の
果
樹
栽
培
は
、
山
間
地
と
比
較
し
て
作
業
性

に
優
れ
、
ド
ロ
ー
ン
防
除
等
の

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活
用
す

る
適
地
に
も
な
り
ま
す
。

本
課
題
で
は
、
新
た
な
技
術

の
導
入
と
作
業
性
に
優
れ
た
園

地
利
用
に
よ
っ
て
稼
ぐ
農
業
を

実
現
す
る
次
世
代
の
担
い
手
を

育
成
し
、
産
地
の
維
持
・
発
展

を
支
援
し
ま
す
。

花
き
は
新
規
参
入
者
が
少
な
い
一
方
で
、
後
継
者
の
就
農

定
着
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
た

取
組
と
共
に
既
存
農
家
へ
の
支
援
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。近

年
は
気
象
災
害
や
資

材
費
の
高
騰
等
に
よ
り
、

経
営
に
困
難
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

個
別
の
課
題
に
応
じ
た
支

援
を
技
術
・
経
営
の
両
面

か
ら
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
花
き
農
家
の
経

営
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

新
規
露
地
野
菜
産
地
の
育
成

地
域
特
性
を
活
か
し
た
露
地
品
目
の

導
入
に
よ
る
複
合
経
営
の
確
立

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
を
見
据
え
た

平
坦
部
水
田
で
の
果
樹
団
地
整
備

技
術
力
・
経
営
力
の
向
上
に
よ
る
花
き

農
家
の
経
営
発
展

● 新 規 課 題 の 紹 介 ●

　

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
塾
開
講
！

　

新
規
就
農
者
や
青
年
農
業
者
等
を
対
象
に
、
農
業

経
営
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
塾
（
全
６
回
）
を
今
年
度
も
開
講
し
ま

す
。
第
１
回
は
７
月
18
日
（
木
）
14
時
～
収
入
保
険
・

災
害
対
策
・
補
助
事
業
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
受
講

希
望
の
方
は
、
7
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
振
興
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

空
き
ハ
ウ
ス
や
加
温
機
、ト
ラ
ク
タ
ー
等
の

情
報
を
集
め
て
い
ま
す
！

～
あ
な
た
の
ハ
ウ
ス
等
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？
～

　

資
材
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
園
芸
ハ
ウ
ス
の
新
た
な

整
備
や
初
期
投
資
に
か
か
る
費
用
が
増
大
し
、
新
規

就
農
者
等
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
空
き
ハ
ウ
ス
や
ト
ラ
ク
タ

ー
、
加
温
機
等
を
「
売
り
た
い
」、「
貸
し
た
い
」
と

い
う
希
望
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
情

報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
！

か

ちがらす

3



「
第
26
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

さ
が
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
！

令
和
7
年
1
月
22
日
（
水
曜
日
）
～
23
日
（
木
曜
日
）
に
佐
賀
県
で
は

初
と
な
る
「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
大
会
は
意
欲
あ
る
農
業
者
が
一
堂
に
会
し
、
農
業
経
営
の
現
況
や
課

題
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
研
鑽
・
交
流
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
10
年
度
か
ら
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
全
国
か
ら
１
０
０
０
名
を
超
え
る
農
業
の
担
い
手
が
集
い
、

2
日
間
に
わ
た
り
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
半
世
紀
に
一
度
し
か
な
い
佐
賀
大
会
の
機
会
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
開
始
：
令
和
6
年
8
月
】

磨
き

高
め

未
来
に
継
（
つ
）
な
げ
る
日
本
農
業

～
集
え
！
担
い
手

維
新
の
地

佐
賀
へ
～

in

位置変更

配席図 位置・背景色ありへ変更

た
ま
ね
ぎ
省
力
機
械
化
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
機
械
展
示
会
開
催
‼
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令和6年4月1日現在

令
和
７
年
１
月
22
日
（
水
）
～
23
日
（
木
）
に
佐
賀
県
で
は
初
と
な
る
「
全

国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
大
会
は
意
欲
あ
る
農
業
者
が
一
堂
に
会
し
、
農
業
経
営
の
現
況
や
課
題

に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
相
互
研
鑽
・
交
流
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
10
年
度
か
ら
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
全
国
か
ら
１
０
０
０
名
を
超
え
る
農
業
の
担
い
手
が
集
い
、
２

日
間
に
わ
た
り
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
半
世
紀
に
一
度
し
か
な
い
佐
賀
大
会
の
機
会
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
開
始
：
令
和
６
年
８
月
】

磨
き　

高
め　

　
　

未
来
に
継
（
つ
）
な
げ
る
日
本
農
業

～
集
え
！
担
い
手　

維
新
の
地　

佐
賀
へ
～

「
第
26
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
さ
が
」

�

が
開
催
さ
れ
ま
す
！

農
業
大
学
校
学
生
募
集
！

佐
賀
県
農
業
大
学
校
で
は
令
和
７
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
大
を
紹
介
す
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
、
７
月
７
日
（
日
）

と
８
月
24
日
（
土
）
に
開
催
を
し
ま
す
。

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
で
興
味
が
あ
る
方

は
、
直
接
、
農
業
大
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
農
業
大
学
校
養
成
部
入
試
担
当

　

電
話　

０
９
５
２-

４
５-

２
１
４
４

　

農
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
農
業
大
学
校

Y
o
u
tu
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農業大学校
Youtube
チャンネル

農業大学校HP

福田農業企画課長野中普及課長

【土地利用型作物】
百武係長

【土地利用型作物】
丹下

【土地利用型作物】
本田

【畜　産】
松尾

【土地利用型作物】
本村

【野菜・花き】
富永係長

【野菜・花き】
前島

【野菜・花き】
岡

【野菜・花き】
月足

【野菜・花き】
原田

【経　営】
梅下係長

【果　樹】
吉田係長

【経　営】
田村

【果　樹】
青木

【経営（庶務）】
伊藤

【果　樹】
澤山

手塚北部普及課長

【野菜・花き】
陣内係長

【土地利用型作物】
長尾

【野菜・花き】
中島

【野菜・花き】
西山

【野菜・花き】
迎

坂井係長 松浦係長

仲原 武政

児玉【野菜・花き】
串﨑

か

ちがらす
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